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悟
れ
ば
近
き
法
の
道
。
〳
〵
。
ま
よ
へ
ば
遠
き
闇
路
哉
。

是
は
北
国
方
に
住
沙
門
に
て
候
。
我
古
へ
悪
友
に
ま
じ
は

り
。
山
賊
夜
盗
の
身
成
し
が
。
友
と
す
る
者
う
ち
討
れ
。

不
思
議
に
我
世
に
の
こ
り
。
貴
き
知
識
に
ま
み
え
。
先
悔

を
悲
し
み
鬠
切
。
能
登
の
惣
持
寺
に
十
三
年
取
籠
り
。
生

死
の
一
大
事
を
観
じ
候
。
又
秋
来
り
う
ら
盆
会
の
時
来
れ

ば
。
越
中
の
立
山
に
登
り
。
悪
友
の
十
三
廻
を
弔
ひ
申
さ

ん
と
。
此
程
玆
に
来
り
て
候
。

「「「「「「
次
第

ワ
キ

サ
シ詞

シ
テ

ワ
キ
詞

実
や
無
情
を
観
ず
れ
ば
。
夢
幻
泡
影
の
世
成
事
を
忘
れ
。

一
身
を
立
ん
其
為
に
。
悪
業
を
な
し
け
る
墓
な
さ
よ
。

是
に
流
れ
の
候
。
水
せ
が
き
し
。
亡
友
を
弔
は
ふ
ず
る
に

て
候
。
若
人
欲
了
知
。
三
世
一
切
仏
。
応
観
法
界
性
。
一

切
唯
心
造
。

喃
々
御
僧
。
唯
今
の
破
地
獄
の
小
施
餓
鬼
を
。
救
は
ん
為

に
は
。
な
ど
大
施
餓
鬼
を
ば
な
し
給
は
ぬ
。

不
思
議
や
四
方
の
谷
峰
に
。
諸
々
の
地
獄
の
煙
立
上
り
。
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人
住
べ
く
も
見
え
ざ
る
に
。
人
声
す
る
は
何
者
ぞ
。

実
御
見
忘
れ
は
断
也
。
是
は
古
へ
御
身
の
友
成
し
悪
友
成

が
。
作
り
し
罪
の
報
ひ
の
結
果
。
畜
生
修
羅
に
落
こ
ち
の
。

立
木
を
求
て
今
は
又
。
餓
鬼
の
苦
患
を
受
る
な
り
。

扨
は
左
様
に
有
け
る
か
。
我
悪
念
を
翻
し
。
今
善
念
を
求

る
も
。
か
た
〴
〵
う
か
め
ん
為
な
れ
ば
。
一
切
衆
生
諸
共

に
。
仏
果
菩
提
に
至
る
べ
し
。

荒
有
難
の
結
縁
や
。
悪
人
の
友
を
振
捨
て
。
今
善
人
と
成

「「「「「「「「

シ
テ
詞

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ同

ワ
キ
詞

給
へ
ば
。

其
罪
障
は
重
く
共
。

法
の
力
に
よ
る
浪
の
。

う
か
め
ん
事
は
安
か
ら
ん
。

唯
一
念
の
悟
り
に
は
。
〳
〵
。
無
量
の
罪
も
消
ぬ
べ
し
。

発
起
せ
よ
〳
〵
。
迷
ひ
の
雲
は
厚
く
と
も
。
鷲
の
山
風
吹

落
ば
。
真
如
の
月
は
澄
べ
し
や
。
〳
〵
。

大
施
餓
鬼
に
て
ぐ
ん
る
い
を
弔
ふ
べ
し
。
抑
目
連
尊
者
。
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悲
母
の
為
に
う
ら
ぼ
ん
会
の
供
養
有
。
其
結
縁
不
可
思
議

也
。
猶
々
冥
途
に
通
ず
る
謂
れ
。
生
を
替
て
は
し
る
べ
し
。

末
世
の
為
に
物
語
候
へ
。

夫
餓
鬼
供
養
の
事
。
天
台
の
僧
恵
心
大
徳
。
往
生
要
集
に

詳
か
に
述
作
有
。
殊
に
正
法
念
経
に
説
。
又
ゆ
が
ろ
ん
に
。

明
ら
か
也
。

暫
く
要
集
の
心
に
よ
ら
ば
。
住
所
二
つ
有
。

地
下
五
百
由
旬
有
。
是
を
焰
魔
王
界
と
名
付
。
二
つ
に
人

「「「「

ク
リ
、同

サ
シ同

ク
セ

天
の
間
に
有
。
其
相
甚
多
し
。
少
分
を
上
て
い
は
ゞ
。

身
の
た
け
一
尺
。
或
は
千
ゆ
ぜ
ん
也
。
雪
山
の
如
し
。
大

し
つ
経
に
は
。
其
身
長
大
に
し
て
面
目
な
し
。
手
足
猶
。

か
な
へ
の
足
の
如
く
。
熱
火
中
に
み
ち
て
。
其
身
を
や
き

と
ろ
か
す
。
是
財
を
む
さ
ぼ
り
。
人
を
殺
せ
し
報
ひ
也
。

又
食
吐
と
名
付
て
。
其
長
半
由
旬
な
り
。
常
に
嘔
吐
を
求

む
。
是
は
富
て
美
食
し
。
妻
子
け
ん
ぞ
く
に
あ
た
へ
ぬ
罪

の
報
ひ
也
。
或
は
樹
の
中
に
有
。
逼
迫
せ
ら
れ
て
身
を
押
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事
。
と
く
さ
の
虫
の
如
く
な
り
。
是
は
梵
僧
の
。
園
林
を

徒
に
。
き
り
取
し
報
ひ
な
り
。

論
に
い
わ
く
餓
鬼
の
形
地
。

口
は
針
の
穴
の
如
く
。
腹
は
大
山
に
ひ
と
し
。
飲
食
と
ぼ

し
く
。
適
々
少
食
に
向
へ
ば
。
変
じ
て
猛
煙
と
成
て
身
を

や
く
。
人
間
の
一
月
は
。
餓
鬼
の
一
日
一
夜
と
し
て
。
五
百

歳
の
苦
し
み
。
け
ん
ど
ん
し
つ
と
の
む
く
ひ
也
。

実
哀
成
物
語
。
聞
に
心
も
白
露
の
。
魂
も
消
る
計
也
。

「「「「「「「
シ
テ同

ロ
ン
ギ
、同

シ
テ同

ワ
キ

後
シ
テ
、一
声

斯
苦
し
み
を
受
る
身
を
。
扶
け
給
は
ん
一
乗
の
。
法
の
御

船
に
棹
さ
し
て
。
彼
岸
に
迎
へ
給
へ
と
。

云
か
と
み
れ
ば
忽
ち
に
。
身
よ
り
火
煙
を
出
し
つ
ゝ
。
あ

つ
と
計
に
叫
ぶ
声
。
大
地
に
ひ
ゞ
き
う
せ
に
け
り
。
〳
〵
。

（
中
入
）

過
去
七
仏
を
説
法
の
。
〳
〵
。
亡
者
の
為
の
大
施
餓
鬼
。

声
立
山
の
草
も
木
も
。
皆
成
仏
の
観
ぎ
ん
か
な
。
〳
〵
。

荒
有
難
の
御
法
や
な
。
〳
〵
。
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我
は
車
の
輪
の
如
く
。
行
廻
り
〳
〵
。
輪
廻
の
浪
に
ち
ん

り
ん
し
て
。
う
か
む
世
も
な
き
苦
海
に
沈
み
。
餓
鬼
畜
生

の
地
獄
道
。
生
替
り
死
替
り
。
出
で
も
や
ら
ざ
る
六
つ
の

ち
ま
た
。
離
れ
ん
事
の
有
難
さ
よ
。

不
思
議
や
な
。
口
に
は
離
れ
し
輪
廻
の
言
葉
。
姿
は
聞
し

餓
鬼
の
形
ち
。
何
れ
を
夢
と
わ
か
た
ま
し
。

今
日
出
そ
む
る
輪
廻
の
姿
。
委
敷
苦
患
を
顕
は
し
て
。
疑

ひ
を
は
ら
し
。
今
日
の
。
ほ
う
し
や
に
。
お
僧
に
見
せ
申

「「「「「「
サ
シ

ワ
キ

シ
テ同

シ
テ同

さ
ん
と
。

云
声
の
下
よ
り
も
。
〳
〵
。
天
地
一
同
に
鳴
動
し
て
。
六

時
不
断
の
呵
責
の
時
ぞ
と
。
地
に
倒
れ
て
悲
し
め
ば
。
大

地
俄
に
は
れ
つ
し
て
。
暴
風
吹
出
。
罪
人
を
。
中
天
に
吹

あ
ぐ
る
。
あ
ふ
げ
ば
空
よ
り
り
ん
ぼ
う
く
わ
り
ん
。
車
輪

の
如
く
打
砕
く
。
雪
よ
霰
と
見
る
中
に
。

れ
い
〳
〵
と
形
地
出
来
て
。
火
煙
の
息
を
ほ
つ
と
つ
き
。

滝
水
を
の
ま
ん
と
て
。
歩
み
よ
る
分
野
。
よ
ろ
〳
〵
た
ぢ
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〳
〵
と
。
行
て
は
倒
れ
立
て
は
ふ
し
。
か
ろ
う
じ
て
水
を

む
す
べ
ば
。
く
む
よ
り
は
や
く
。
ほ
の
ほ
と
な
り
。
滝
坪

に
飛
び
た
れ
ば
。
熱
湯
と
涌
返
り
。
見
る
に
ひ
ま
な
き
苦

し
み
な
れ
ど
も
。
今
御
僧
の
弔
ひ
に
。
即
時
に
悪
趣
の
苦

患
を
払
つ
て
。
涼
風
百
味
の
を
ん
じ
き
わ
き
み
ち
。
成
仏

す
る
社
有
が
た
け
れ
。
成
仏
す
る
ぞ
あ
り
が
た
き
。
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